
拡張する石の風景

記憶に残る伊予大島宮窪

この町に住む人が思うまちの姿を目指して具現化した設計提案である。

拡張した石の風景は、宮窪の新たな景色となって来る人に力強い記憶と

して描かれる。

廃材95％

高級墓石5％

採掘量年間40万ｔ

大島でお世話になっていた地元の方にこの設計提案のためにドローンで撮影していただいた現在の敷地のようす

こ こ に し か な い 石 積 の 風 景 に 建 築 的 可

能 性 を 見 出 す

研 究 室 活 動 で ２ 年 半 に わ た り 通 っ た 愛 媛 県 今 治 市

大 島 宮 窪 町 。活 動 中 に「 こ こ を ど う し た ら 良 い と 思

う か 」と 尋 ね ら れ た 町 内 の あ る 場 所 に 、大 島 石 に よ

る 建 築 を 展 開 し た 。

現 地 プ ロ ジ ェ ク ト を 通 し て 、現 地 の 石 屋 の 方 々 と と

も に 石 積 の 施 工 技 術 を 体 験 し 、私 は 彼 ら の 地 域 資

産 へ の 誇 り に 共 感 す る と 同 時 に 、存 続 の 危 機 に あ

る そ れ ら の も の を 守 り た い と 思 っ た 。石 の 建 築 の

可 能 性 を 求 め 、現 代 建 築 も 含 め 、調 査 、分 析 し た

が 、最 終 的 に た ど り 着 い た の は こ こ 大 島 に 根 付 く

石 積 技 術 で あ っ た 。現 役 の 採 石 場 が あ る 大 島 宮 窪

町 は 周 囲 の 島 々 と は そ の 景 観 が 大 き く 異 な る 。昔

か ら あ る 風 景 、城 壁 と 見 間 違 う ほ ど の 擁 壁 を 持 つ

住 宅 や 巨 大 な 石 垣 。

こ の 提 案 で は 、こ の 石 の 風 景 を 拡 張 す る よ う に 石 積 に 機

能 と 造 形 を 与 え 設 計 し た 。石 積 の ラ ン ド ス ケ ー プ は う ね

る よ う に 流 れ 、そ の ま ま 建 築 化 し て い き 、内 と 外 の 境 界 な

く 広 が り を 感 じ さ せ る 。見 え 隠 れ す る 風 景 と 一 体 化 す る

建 築 、建 築 自 体 が 風 景 の 一 部 と な り 、訪 れ た 人 は 、巡 り

歩 く 中 で 内 外 の 境 界 な く 宮 窪 の 風 景 の 中 を 歩 く 。す で に

あ る 魚 市 場 、和 船 倉 庫 、博 物 館 、集 会 所 の 機 能 は 保 ち つ

つ 、コ テ ー ジ 、和 船 カ フ ェ 、石 風 呂 を 備 え た シ ン ボ ル の 塔

を 新 た に 設 計 し た 。存 在 感 の あ る 素 材 で あ る 大 島 石 は 大

島 の 力 強 さ と 根 付 く 文 化 の 象 徴 と し て 、誇 り を も っ て こ の

町 の 人 に 技 術 と 共 に 守 っ て い っ て も ら い た い 。拡 張 し た

石 の 風 景 は 、宮 窪 の 新 た な 景 色 と な っ て 来 る 人 に 力 強 い

記 憶 と し て 描 か れ る 。

1 . 私 の 問 題 意 識 と 地 域 の 問 題 意 識

ɹ

現 地 プ ロ ジ ェ ク ト を 通 し て 、現 地 の 石 屋 の 方 々 と と も に 石

積 の 施 工 技 術 を 体 験 し 、私 は 彼 ら の 地 域 資 産 へ の 誇 り に

共 感 す る と 同 時 に 、存 続 の 危 機 に あ る そ れ ら の も の を 守

り た い と 思 っ た 。現 役 の 採 石 場 が あ る 大 島 宮 窪 町 は 周 囲

の 島 々 と は そ の 景 観 が 大 き く 異 な る 。昔 か ら あ る 風 景 、

城 壁 と 見 間 違 う ほ ど の 擁 壁 を 持 つ 住 宅 や 巨 大 な 石 垣 が あ

る 。

こ の 宮 窪 町 は 、面 積 7 , 8 9 2 , 0 9 4   ㎡ 、人 口 総 数 2 , 2 9 2  

人 、世 帯 総 数 8 4 0 世 帯 の 町 で 、今 治 と 福 山 を 繋 ぐ し ま な

み 海 道 の 、今 治 か ら 数 え て １ つ 目 の 島 に あ た る 。サ イ ク リ

ス ト や 村 上 海 賊 の 歴 史 好 き が 訪 れ る 。

合 計 5   回 に わ た る 大 島 で の 現 地 訪 問 を 行 っ て き

た 。

【現地での調査】

2 0 1 6 年9 月1 3 日から2 0 1 6 年9 月1 4 日（ 現地プロジェクト敷地と石丁場見学）

2 0 1 7 年 4 月 2 9 日から 2 0 1 7 年 4 月 3 0 日（ 現地プロジェクト、敷地調査）

2 0 1 7 年 8 月 2 9 日から 2 0 1 7 年 8 月 3 0 日（ 現地プロジェクトの実験、制作）

2 0 1 8 年 6 月 2 6 日から 2 0 1 8 年 6 月 2 7 日（ 敷地周辺の敷地調査）

2 0 1 8 年８ 月 2 9 日から 2 0 1 8 年 9 月 1 日（ 現地プロジェクト、敷地周辺の調査）

【ヒアリング調査】

・現地 NPO 法人「能島の里」へのヒアリング調査 1（大島石の現状、特徴など）

・現地 NPO 法人「能島の里」へのヒアリング調査 2（敷地周辺の歴史など）

こ の 現 地 訪 問 を 経 て こ の 町 に あ る も の 、こ の 町 の

人 々 の 思 い を 知 る こ と が で き た 。村 上 海 賊 の い た 、

こ の 宮 窪 の 海 は 瀬 戸 内 随 一 の 潮 流 ・ 渦 潮 や 和 船 の

技 術 、和 船 レ ー ス 、荒 々 し い 岩 肌 の 現 役 の 採 石 場 な

ど の 地 域 資 産 が あ る 。ま た こ れ ら を 活 用 し 、若 い 人

や 観 光 客 に 島 に 来 て ほ し い と い う 人 々 の 思 い に 触 れ

た 。

主 要 産 業 で あ る 高 級 墓 石 と し て 出 荷 さ れ る 大 島 石

が 、採 掘 量 年 間 4 0 万 ト ン の う ち 9 5 ％ は 埋 め 戻 し て

い て 、地 域 の 方 々 は そ の 現 状 を 模 索 し て い る と い う

こ と を 知 り 、私 は 石 を 利 用 し た 建 築 の 可 能 性 を 考 え

る よ う に な っ た 。

敷地周辺の道沿いの石積 敷地周辺のお寿司屋の擁壁 採石場の上の巨大な石積 渦潮の潮流 村上海賊の歴史 水軍レース 大島石の石切場

設計提案エリア

今治市

しまなみ海道

しまなみ海道



・ パタ ーン ６

礎 石の 垂直 方 向の 肥

大 化

・ パタ ーン ７

地 面か ら立 ち 上が る

石 積

・ パタ ーン ９

石 の壁

（ 鉄鋼 造 H B）

・ パタ ーン ８

中 に彫 り込 む 石積

【 石の 意匠 的 表現 】

・ パタ ーン １

伝 統的 な礎 石

・ パタ ーン ３

石 積の 塊の 柱

・ パタ ーン ４

地 形に 沿う

石 積

・ パタ ーン ５

礎 石の 水平 方 向の 肥

大 化

・ パタ ーン ２

石 垣の 土台

・ パタ ーン 1 0

石 の壁

（ 木造 HB）

そこに置かれる建物の用途や

シークエンスをイメージし、

石積みのランドスケープをスタディ

屋根形状は山のつくりだす自然のラインの美しさをデザ

インに取り入れて風景の魅力を引き出し、人工物と自然

物を馴染ませる
既存の道に絡む石積みと建物

にめり込む形式で、プログラ

ムを踏まえてスタディ

ɹまず、建築雑誌より、263 の石建築事

例を参照した。

ɹ

ɹまた、石による構築物に対する人びと

の感覚や感情も踏まえて、提案する必要

があると考え、石建築の歴史を調査した。

その中で石場建てという方法が巨石の魅

力を表現できるものになると考え調査し

た。また、建物上部には用いないこと、

地形に沿って利用することで、安定感を

担保する必要があるということがわかっ

た。

ɹ設計方針はいまある石垣、技術を継承

すると共に、この石垣を再解釈していま

ある石垣につなげ、新たな景観をつくり

出すこととした。

石 積 と い う コ ン テ ク ス ト

を 活 か し 、も と も と そ こ

に あ っ た か の よ う な 人

工 物 と 自 然 物 の あ い だ

を 模 索 す る 。

調査対象：建築雑誌「新建築」「住宅特集」「A+U」の

各2000年1月号から2018年7月号のうち37冊を除く、

632 冊より 263 の石建築事例を参照し代表的な 38 事例

を個別に分析

修士論文にて作成した石建築 38 事例に関する分析のデータシート

修士論文にて作成した石建築 38 事例に関する分析結果と

古来から伝わる日本の石文化、石建築の調査結果を

を総合して導かれる石建築の再考の結果

飛び石、城郭の石垣、巨石文化、石庭、古墳の石など古来から日本人に伝わる石文

化について理解することで、親しまれる石建築の創造に寄与すると考えた。空間性

やヒトの感覚にどのように捉えられるのかという点において石建築を再考する。石

建築のイメージの無い日本において石建築をつくるということに挑戦するのに欠か

せない作業である。

現地の大島石の巨石の石積はここにしかない技術でありながら、存続の危機にある。

貴重な地域資産の存在をここで活かせないか検討する

3. 設計方針ɹ～もともとの外部風景を内部環境として活かす～ 5. ここにあり続けるɹ～ここにいる人と訪れる人～

屋根屋根

石積部分石積部分石積部分石積部分石積部分石積部分

石積部分石積部分石積部分石積部分石積部分

室内

室外

魚市場のダイアグラム

個々の棟の屋根のダイアグラム

視線を導く

2 . 石 建 築 に つ い て の 文 献 調 査

ま ず 、建 築 雑 誌 よ り 、2 6 3 の 石 建 築 事 例 を 参 照 し た 。調 査 対 象 は 建 築 雑 誌「 新 建 築 」「 住 宅 特 集 」「 A + U 」の

各 2 0 0 0 年 1 月 号 か ら 2 0 1 8 年 7 月 号 の う ち 3 7 冊 を 除 く 、6 3 2 冊 で あ る 。こ れ よ り 2 6 3 の 石 建 築 事 例 を 参 照 し 代 表 的 な 3 8 事

例 を 個 別 に 分 析 し た 。ま た 、私 は 建 築 の 根 源 的 な と こ ろ や 歴 史 の 古 く て 新 し い も の に 気 づ き 、再 解 釈 し て 生 ま れ る 造 形 に 関 心 が

あ る 。石 に よ る 構 築 物 に 対 す る 人 び と の 感 覚 や 感 情 も 踏 ま え て 、提 案 す る 必 要 が あ る と 考 え 、石 建 築 の 歴 史 を 調 査 し た 。

4 . 提 案 概 要

ɹ

石 の 建 築 の 可 能 性 を 求 め 、現 代 建 築 も 含 め 、調 査 、分 析 し た

が 、最 終 的 に た ど り 着 い た の は こ こ 大 島 に 根 付 く 石 積 技 術 で

あ っ た 。

こ の 提 案 で は 、こ の 石 の 風 景 を 拡 張 す る よ う に 石 積 に 機 能 と

造 形 を 与 え 設 計 し た 。石 積 の ラ ン ド ス ケ ー プ は う ね る よ う に 流

れ 、そ の ま ま 建 築 化 し て い き 、内 と 外 の 境 界 な く 広 が り を 感 じ

さ せ る 。見 え 隠 れ す る 風 景 と 一 体 化 す る 建 築 、建 築 自 体 が 風

景 の 一 部 と な り 、訪 れ た 人 は 、巡 り 歩 く 中 で 内 外 の 境 界 な く

宮 窪 の 風 景 の 中 を 歩 く 。

プ ロ グ ラ ム は す で に あ る 魚 市 場 、和 船 倉 庫 、博 物 館 、集 会 所

の 機 能 は 保 ち つ つ 、宿 泊 施 設 の 不 足 の 解 消 の た め の「 コ テ ー

ジ 」、仕 舞 わ れ て い た 和 船 倉 庫 の 可 視 化 を 含 む「 和 船 カ

フ ェ 」、か つ て 使 わ れ て い た「 石 風 呂 」を 備 え た シ ン ボ ル の 塔

を 新 た に 設 計 し た 。

廃 材 を 用 い た 石 積 の ラ ン ド ス ケ ー プ は 建 物 内 部 に め り

込 む よ う に し 、塔 か ら コ テ ー ジ ま で 繋 が る 内 部 と 外 部

の 連 続 的 な 動 線 を 繋 ぐ 。し ま な み 海 道 か ら 大 島 に 着 い

た 観 光 客 は こ の 自 然 景 観 を 前 に 自 動 車 等 の 乗 り 物 は

降 り て サ イ ク リ ン グ や 散 歩 を 楽 し む 。訪 れ た 人 は 海 沿

い を 歩 い て い く と 、石 積 に 導 か れ 、そ し て 各 々 の 建 物

が 連 続 的 に 見 え て き て 、そ こ に 立 ち 寄 り な が ら 大 島 の

魅 力 を 味 わ う こ と に な る の で あ る 。

こ の ま ち に 点 在 す る 石 積 は や が て

あ た り ま え に な る 。こ の ま ち の 魅 力

は 石 だ け で は な い 。こ の 提 案 は 、

人 々 を こ の 敷 地 と し た と こ ろ へ 導 く

も の で あ る と 共 に 、こ の ま ち の す

で に あ る 魅 力 を 浮 か び 上 が ら せ る

も の と な る 。

地 域 の 人 々 に と っ て は 、こ こ ろ の 拠

所 に な り 、サ イ ク リ ス ト 等 の 観 光 客

の 記 憶 に 残 る 大 島 ら し い 風 景 と な

る 。地 元 の 人 同 士 の 集 い も 、地 元

の 人 と 観 光 客 と の 交 流 も 生 ま れ る

場 に な る 。
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続いて見えてくる海沿いには海鮮ＢＢＱテラス

が見え、匂いと石積に誘われながら魚市場へ。

大地に沿う石積が中まで突き抜け

る集会所は、まちの生活の一部を

垣間見ることができる。

浜大集会所

その先は博物館があり、既存の

用水路の石積に接続する一面に

広がる石積が迎える。

村上水軍博物館

一番奥に建つコテージの客室で楽しめ

る腰壁の石積は、棚田の様に現れる石

積の景色を生む。

コテージ

魚市場と食堂

石積のうねりに誘われて和船カフェの屋根

の下まで導かれると、まるで海に進みだし

そうな水軍ゆかりの和船を見ながら、窓の

外には荒々しい採石場と雄大な海が望める。

和船倉庫兼カフェ

塔と石風呂

海岸沿いに船がずらっと並ぶ港町の向こ

うに、塔が見えてきて目指すべき場所が

ここにあることを伝える。地域の方々の

語り場でもある伝統的石風呂は洞窟のよ

うな空間である。

灰色：既存の石積

紫色：設計した石積のランドスケープ

遠くに塔が見える。その先に何かがあることが予想される。

石積の壁に包まれた空間が見えてくる。中に入ってみる。 そこは伝統的な大島のサウナ「石風呂」であった。

石積のうねりに誘われて近づいて見る。

向こうに続く石積の広場

屋根の下まで導かれるように到着。

山が邪魔して見えなかったが、石積がまだ続いている。

向こうにも何かあるのが見える。

石積に沿って来ると魚市場

石積の流れる室内空間はダイナミックな村上海賊や潮の流れを想起させる

建物の奥は海の食堂「能島水軍」

ここでは町の人たちが集会を行っているようだ。

大地に沿う石積が集会所の中まで突き抜けている。 奥は広い畳の集会所で行事のときはここに集まれる

入っていく道のりも石で囲まれている

宮窪の海が見える 石積が這う大地にかかる橋

そこには石積の景色が広がっていた。 渦潮の石積と用水路の石積が望める

既存の用水路の石積から派生した博物館の石積

塔 と こ の 石 積 を き っ か け に 、船 が 並 ぶ 港 の 向 こ う の 新 た な エ リ ア へ

6 . 潮 流 の よ う に 流 れ 、渦 潮 の よ う に 囲 う
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老人の語り場にもなっていく。

床には温められた茂の上にござを敷く。囲みベンチを配置した。
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座布団
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カウンター

乗石
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そこにあるもの

ɹ活動で訪れるとある日、魚市場の横の大

きな倉庫の中には―

立派な和船が何隻も格納されていた。

ɹ

ɹ誇らしげに漁師さんといつもお世話に

なっている村上さんが和船について教えて

くれた。

ɹ年に 1 度７月に「水軍レース」が行われる。

ɹこの迫力は宮窪らしいし、しまっておく

のはもったいない。
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床下の石
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玄関

和室

事務室

集会室

ホール
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ベンチ
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暮らしのそばを訪れる

ɹここに集会所があるのはすぐ隣に小さなの団地

とバス停があることが理由である。ここにくらす

人がいて、ここに観光で来る人がいて、毎年現地

の方々が楽しみにしている水軍レースのときは目

の前にそのメイン会場があって、そこにはみんな

が一緒に楽しい時間を過ごす。この集会所もそう

ありたい。

事務室玄関
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宮窪の思い

ここは現在、魚市場がある。食堂と海鮮バーべーキュー、物産販売、潮流体

験の拠点としての観光要素が集まる。しかし、魚市場のおじさんもお世話に

なっている村上のおじちゃんも「ここをよくしたいんだ」と宮窪に行くたび

に立ち寄らせてもらっている。瀬戸内海の中でも、特に優れた漁場だそうで、

おいしい海鮮丼が味わえる。それなのにも関わらず、人が立ち寄りにくいと

いうことで頭を抱えているそうだ。

ɹ現状の問題点としては、何がありのか不透明なことである。海鮮バーベ

キューをやっていても小屋の向こうに隠れてしまう。

ɹ石積で誘い込む様に動線を導くと共に道から見えるようにしていく。
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BBQテラス

1 2 3 4 5 6 7 M0 テラスがとても景色がよく宮窪の海を

一望できる。しかし、博物館の空間は

都会の博物館と変わらない壁で四方を

囲まれた空間である。
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石垣のラインが建物に並

行してある

石垣のラインが建物に並

行してある

保管室

用水路
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石の壁

石の壁

石積

既存石垣

水路が見える
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第4室ɹ村上家の甲冑

第2室ɹ村上海賊

第4室ɹ村上家の甲冑
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石積

石積
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この町に住む人が思うこのまちの姿
ɹ

ɹ存在感のある素材である大島石は大島の力強さと根付く文

化の象徴として、誇りをもってこの町の人に技術と共に守って

いってもらいたい。拡張した石の風景は、宮窪の新たな景色

となって来る人に力強い記憶として描かれる。
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8 . こ れ か ら の 宮 窪

こ の 設 計 は 、大 島 の 宮 窪 で い つ も 共 に 活 動 を し て き た 地 域 の 方 々 の 言 葉 か ら 始 ま り 、調 査 に も ご 協 力 い た だ き な が ら 設 計 を 進 め て

き た 。こ の 提 案 概 要 と プ ラ ン を お 見 せ す る と「 大 変 興 味 が あ る 」と の 反 応 を 頂 き 、調 査 に も ご 協 力 い た だ い た 。こ れ を 是 非 現 地 に

還 元 し た い と 考 え て い る 。

存 在 感 の あ る 素 材 で あ る 大 島 石 は 大 島 の 力 強 さ と 根 付 く 文 化 の 象 徴 と し て 、誇 り を も っ て こ の 町 の 人 に 技 術 と 共 に 守 っ て い っ て も

ら い た い 。拡 張 し た 石 の 風 景 は 、宮 窪 の 新 た な 景 色 と な っ て 来 る 人 に 力 強 い 記 憶 と し て 描 か れ る 。

7 . 風 景 か ら ラ ン ド ス ケ ー プ そ し て 人 間 の ス ケ ー ル へ      

     


